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Ⅰ　研究背景
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Family support for preschool children with disabilities










は知的障害児通園施設の利用児とその家族 150 名で，施設数は 6 施設である．介入前に実施した質問紙調
査の中から，対象者の属性，子どもの生活状況や行動，相談内容の自由記述部分を抽出し分析を行った．
結果：対象児の平均年齢は 4.2 歳で，男子 104 名，女子 45 名だった．療育手帳取得児 126 名のうち A 判定





















































































　児童の年齢は，２歳から６歳の間で，平均 4.2 歳 ±
1.1 だった．性別は，男子が 104 名，女子が 45 名，不明
１名だった．療育手帳を取得児 126 名，未取得児 24 名で，
取得児のうち，A 判定が 53 名で，B 判定（B １，B ２）（注１）
が 72 名，不明が１名だった．また，診断を受けている






　母親の年齢は，22 歳から 49 歳の間で，平均 35.9 歳
± 4.7 だった．また，父親の年齢は，21 歳から 59 歳の




4.2 歳± 1.1 35.9 歳± 4.7 37.9 歳± 5.4
子どもの性別 男子 女子 不明
N（%） 104（69） 45（30） 1（1）
療育手帳取得の有無 有 無
N（%） 126（84） 24（16）
療育手帳の種類 A B 不明
N（%） 53（42） 72（58） 1（1）
診断名の有無 有 無 不明













象児の平日就寝時間は，21 時台が 42% と最も多く，ま
た 61% が 22 時までに就寝していている．休日就寝時間

































昼間の眠気 毎日ある 時々ある ない
N（％） 32（22） 84（56） 33（22）
寝起きの状況 良い 時々悪い 悪い
N（％） 93（62） 43（29） 14(9)
寝つきの状況 良い 時々悪い 悪い
N（％） 69（46） 64（43） 17（11）
夜中に遊ぶ 毎日ある 時々ある ない
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